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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ル、対円で下落しました。またトルコの2年国債金利は

ほぼ変わらずとなりました。

2月の経常収支が発表され、前年同月対比で赤字が

拡大したものの、市場予想対比では小幅なものとなり

ました。

シリアに対して米国が軍事行動に踏み切るとの観測

から、地政学リスクへの懸念を受けて通貨、債券ともに

軟調な動きとなり、トルコ・リラは一時対円、対米ドルで

安値を更新しました。しかし、ユルドゥルム首相やエ

ルテム大統領顧問が、通貨安に対して必要に応じて

措置をとると発言したことから、週末にかけては買い戻

される展開となりました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週はトルコでの主要な経済指標の発表は予定さ

れていません。

市場では、シリアをめぐる地政学リスクの動向と、通

貨安に対する金融政策動向への注目度が増していま

す。ただし米国は英仏と共同でシリアへの軍事行動に

踏み切った一方で、限定的な攻撃であったことや、関

係国による報復の連鎖といった事態は避けられたとの

見方から、市場の懸念はやや後退しています。

引き続き、シリアをめぐる地政学リスクの動向やトルコ

と欧米諸国との関係、金融政策動向を示唆するような

関係者の発言に注意を払っていく必要があります。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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【2018年4月7日～2018年4月13日までの推移】

2018年4月17日


